
作成日 2018年 1月 16日 

 第Ⅰ版作成 

 

2008年 1月 1日～2018年 12月 31日の間に 

当科において尿路感染症の治療を受けられた方へ 

―「尿路性器感染戦勝に対するフロモキセフおよび 

セフメタゾールの使用症例に関する後方視的研究」へご協力のお願い― 

 

研究機関名 岡山大学病院大学院医歯薬学総合研究科 

研究機関長 那須 保友 

 

研究責任者 岡山大学病院泌尿器科         講師  和田耕一郎 

研究分担者 岡山大学病院 総合患者支援センター  准教授 石井亜矢乃 

岡山大学病院泌尿器科         助教  定平卓也 

                岡山大学病院 新医療研究開発センター 看護師 山本満寿美 

 

１．研究の概要 

1) 研究の背景および目的 

世界的に抗菌薬に耐性を持った細菌が増加していることが大きな問題となっています。新しい抗菌薬の

開発は進んでおらず、これまでの抗菌薬を用いた尿路感染症治療を余儀なくされています。尿路感染症の

治療において抗菌薬は重要であり、耐性菌に対する治療はますます困難になりつつあります。そのため、

これまでに発売されている抗菌薬で効果の検証が不十分な薬剤について、投与歴と効果を調査することが

今後は重要になってきます。今回、1980年台から発売開始となった 2種類の抗菌薬（フロモキセフ、セ

フメタゾール）について、その効果を振り返って検証し、今後の臨床に活かしていくべきであると考えま

した。今回の研究を通して、限られた抗菌薬による今後のより効果的な治療に活かしていきます。 

 

2) 予想される医学上の貢献及び研究の意義 

    フロモキセフとセフメタゾールの投与効果によって、耐性菌が増加している現在の治療選択肢を増やす

ことによって、新たな耐性菌の増加を抑制し、効果の高い治療が進められていくことが期待できます。ま

た、今後の抗菌薬投与において、薬の副作用などの危険性がより明確になることにより、合併症を減らし

つつも治療が効果的に行われることで、医療経済的にも貢献すると考えられます。 

 

２．研究の方法 

1) 研究対象者 

2008 年 1 月 1 日～2018 年 12 月 31 日の間に岡山大学病院泌尿器科において尿路感染症に対するフロモ

キセフもしくはセフメタゾールの投与を受けられた方（約 100 名程度と予想されます）を研究対象とし

ます。 

2) 研究期間 

倫理委員会承認後～2020年 12月 31日 

 

3) 研究方法 

2008 年 1 月 1 日～2018 年 12 月 31 日の間に当院においてフロモキセフもしくはセフメタゾールの投与

を受けられた方で、研究者が診療情報をもとに合併症や治療成績に関与すると思われるデータを選び、合併

症の発生率、治療効果に関する分析を行い、2つの薬剤の有効性について調べます。 
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4) 使用する情報 

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生年

月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除して解析を行います。また、あなたの情報などが漏洩しな

いようプライバシーの保護には細心の注意を払います。 

・年齢、性別、家族歴、既往歴、身体所見、生活歴  

・血液検査：全般（白血球数や炎症反応タンパクなどの血液生化学的検査結果 etc) 

・画像検査：CT、MRI、X-p、手術や処置があればその術中初見など 

・治療経過 

 

5) 情報の保存、二次利用 

この研究に使用した情報は、研究の中止または研究終了後 5年間、岡山大学病院泌尿器科内で保存させて

いただきます。電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピューターに保存し、その他の情報は施錠

可能な保管庫に保存します。 

 

6) 研究計画書および個人情報の開示 

あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、この研究計画の

資料等を閲覧または入手することができますので、お申し出ください。 

また、この研究における個人情報の開示は、あなたが希望される場合にのみ行います。あなたの同意によ

り、ご家族等（父母（親権者）、配偶者、成人の子又は兄弟姉妹等、後見人、保佐人）を交えてお知らせす

ることもできます。内容についておわかりになりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ねくださ

い。 

この研究は氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できるデータをわからない形にして、学会や論文で

発表しますので、ご了解ください。 

 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、あなたの情報が研究

に使用されることについて、あなたもしくは代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませ

んので、2019年 12月 31日までの間に下記の連絡先までお申し出ください。この場合も診療など病院サー

ビスにおいて患者の皆様に不利益が生じることはありません。 

 

＜問い合わせ・連絡先＞ 

 岡山大学病院 泌尿器科 

 氏名：  和田耕一郎 

連絡先： 泌尿器科医局 086-235-7287（平日 8：30～17：00） 

泌尿器科病棟西 5階  086-235-6708（夜間・休日） 


